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Summary 
The aim of this paper is to introduce the four letters that I found in conducting 
the research project of “Junjiro Takakusu Research Group” at Musashino University. 
Dr. Junjiro Takakusu (1866-1945) was a prominent Buddhist scholar and the founder 
of Musashino University. Our research group is conducting research on the life of 
Dr. Takakusu, his circle of relationships and his Buddhist and educational thoughts. I 
am hoping to contribute to our research project by introducing these letters.
Of the four letters that I found, three letters (Letter1; Letter2; Letter3) sat 
on the shelf in the Hanai Memorial Room (Chiyoda-ku, Tokyo) for many years, 
probably more than half a century. These letters were sent to Mrs. Ineko Hanai 
(1900-1982; wife of Mr. Tadashi Hanai (1894-1973; illustrious advocate and 
Attorney General of Japan) and daughter of Dr. Takuzo Hanai. Dr. Hanai (1868-
1931) was a prominent adovocate, legal scholar and political figure, and Dr. 
Takakusu’s lifetime best friend.) from Dr. Takakusu, Mrs. Shimo Takakusu (Dr. 
Takakusu’s wife) and Masao Takakusu (Dr. Takakusu’s eldest son). 
I found another letter (Letter 4) in the Nanyo City Toyotaro Yuuki Memorial 
Museum (Akayu, Nanyo City, Yamagata Prefecture). Mr. Toyotaro Yuuki (1877-
1951) was an influential figure of Japanese economy and held prominent positions 
such as Minister of Finance and Governor of Bank of Japan. This letter was sent 
to Mr. Yuuki from Dr.  Takakusu. 
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The discovery of these letters would be meaningful to the research project 
from mainly five points of view:
1. Three letters found in the Hanai Memorial Room (Letter1; Letter2; Letter3) 
constitute primary source documents publicized here for the first time.
2. The letter displayed in the Toyotaro Yuuki Memorial Museum  (Letter 4) is 
a primary source document treated as a meaningful historical document for 
the first time.
3. The letters are meaningful for knowing more about the founding period of 
Musashino University.
4. The letters are meaningful to knowing more about the deep relation between 
Hanai family and Takakusu family, based on the strong friendship between 
Dr. Takuzo Hanai and Dr. Takakusu.
5. It is meaningful to know about the relationship between Dr. Takakusu and 
Mr. Toyotaro Yuuki, an economic and financial magnate of the time.
To this end, I will first show the images of the four letters and explain their 
contents. Secondly, I will explain about the people concerning these letters, and 
discuss the historical background of these letters.
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思われるため、手紙の整理のために 楠順次郎以外 者によって書かれ ものと思われる。また、封筒に書かれた消印が手書きとなっ る理由も不明であるが これも切手がはがれた後に手紙の整理のために書き加えられた可能性 ある。
二四通の手紙に関わる人々について前節では、四通の手紙の概要を見 。本節では、四通の手紙に関わる人々について説明する。書簡一、二、三は、高楠家 人々が花井稲子に宛てたものであった。本稿註（３）でも述べたように、花井
稲子は、高楠順次郎の親友である花井卓蔵の二女で、花井忠の妻である。このため 花井稲子について説明する前に、花井卓蔵、花井忠について説明することとする。そ て、花井稲子について説明した後 、書簡四の受取人である結城豊太郎について説明する。（一）花井卓蔵について花井卓蔵（慶応四年六月十二日（明治元年〈一八六八〉七月三十一日）生。昭和六年〈一九三一〉十二月三
日没。 ）は、弁護士、政治家 法学者として明治か 昭和にかけて活躍した人物である。広島藩士立原四郎右
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没。 ）は、弁護士で、検事総長や中央大学教授を務めた人物である。現在の茨城県行方市麻生町に、医師福田安次郎（福田病院院長）の四男三女の次男として生まれた。大正八年（一九一九）七月、東京帝国大学法学部（独法兼修）を卒業。大正十年（一九二一）七月に弁護士になり、著名な弁護士であった花井卓蔵の法律事務所に入った。大正十四年（一九二五）五月に花井卓蔵の二女稲子と結婚し、花井卓蔵の養子となった。昭和四年（一九二九）よりベルリン大学およびウィーン大学に留学し、刑事学を研究した 帰国後は、五・一五事件や神兵隊事件などの裁判で弁護人を務めた。第二次世界大戦後、昭和二十一年（一九四六）八月には、連合軍最高司令部法律局の嘱託となり、東京裁判 は広田弘毅元首相の弁護人 無罪論を展開した。昭和二十八年（一九五三）一月には、東京高等検察庁検事長になり、昭和三十二年（一九五七）七月には民間出身初で戦後第三代検事総長に就任し 中央大学教授として後進の指導に当たり また中央大学理事長も務めた。一九六五年四月には、勲一等瑞宝章を賜る。一九七三年十月五日に、乖離性 動脈瘤破裂により東京神田錦町の自宅で亡くなった。従 位に叙せられ銀杯一組を賜った。（三）花井稲子についてさて、書簡一、二、三が宛てられた花井稲子についてである。花井稲子（明治三十三年〈一九〇〇〉九月






































として最先端の教育を受けた有名なインテリ女性の稲子 、武蔵野 子学院で教壇に立ってほしいと願ったのは理解できることである。（四）結城豊太郎について書簡四は、高楠順次郎が結城豊太郎に宛てたも であった。本稿註（８）でも少し説明したが、ここでは結
城豊太郎とはどういう人物かより詳しく説明する。
結城豊太郎は、明治十年（一八七七）五月二十四日に現在の山形県南陽市赤湯に生まれ、昭和二十六年（一















































8）結城豊太郎（明治十年〈一八七七〉五月二十四日生。昭和二十六年〈一九五一〉八月一日没。 ）については本論文で「二四通の手紙に関わる人々について」で詳述するが、現在の山形県南陽市赤湯に生まれ、明治、大正、昭和に日本の金融、財政、政治の世界で活躍し、大蔵大臣、日本銀行総裁を務めた人物である。結城豊太郎は、筆者の父青木昭（昭和六年十一月三十日生。日本銀行理事、日本輸出入銀行副総裁、日本証券金融株式会社社長、会長などを歴任し 現在は日本証券金融株式会社名誉顧問。 ）の祖父で、筆者 曾祖父である。
（
9）本論文を執筆するにあたり、お世話になった方々にこの場を借りて感謝を申し上げたい。まず、南陽市立結城豊太郎記念館の加藤正人館長に、同館に展示してある高楠順次郎が結城豊太郎に宛てた手紙を撮影して画像を送って頂くなど、協力して頂いたことに御礼申し上げる。また、中央 学 学史資料課中川壽之先生、武蔵野大学の石上和敬先生 漆原徹先生にも手紙の読み方などについてご指導頂いたことに御礼申し上げる。中央大学辞達クラブの浜野茂理事長には、辞達学会が編纂した貴重な書物を賜り
（
10）画像二の「武蔵野女子学院奉職者御芳名」が示すように、花井稲子は大正十三年（一九二四） （武蔵野女子学院設立年）から昭和二十五年（一九五〇） （武蔵野女子短期大学設立年）まで武蔵野女子学院の教員として務めていたが、稲子 長女で、筆者の母青木玲子 昭和十一年〈一九三六〉八月二十八 生。 ）によると、玲子が知る限りにおいては、稲子はあまり武蔵野女子学院に出講して なかったようである
（
11）創立八十周年記念事業委員会記念誌編纂専門委員編（二〇〇四） 、 「第二章築地の地に第一節築地に学院誕生」 、
 五
一頁： 「設立認可から教育理想の宣明、教職員の招聘、生徒募集、施 の改善、備品の充当等 短時日のうちに、目まぐるしい経験を重ねた後、武蔵野女子学院は、大正十 年四月二十一日の入 式をもって呱々 声を上げた。 （途中略）出発当時の教職員の構成を掲出しているが再掲しておく。院長高楠順次郎（修身担当） 幹事鷹谷俊之（同） 、主席教諭二宮なほ（国語担当） 、大和辰野（教理担当） 、恒松安代（国語担当） 、金窪良助（音楽担当） 、仁平本（国語担当） 、吉原ゑん（裁縫担当） 、三宅武郎（国語担当） 花井稲子（地歴担当） 、永井綾子（英語担当） 人見忠次郎（数学担 ） 、伊藤弥（英語担当）
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23）これは、筆者が伯父花井安（昭和三年〈一九 八〉 月十七日生。平成二十六年〈二〇一四 十一 二十六日没。 ）から聞いた話である。
─ 22 ─
（
2（）村松前掲書、九三頁、中央大学学員会辞達クラブ、中央大学辞達学会井史編纂委員会編（一九七八） 、一九頁。 「帝国憲法起草者穂積陳重博士は、愛蔵の「キケロの胸像を卓蔵に贈り、キケロと卓蔵を比肩している。キケロは古代ローマの大法曹であり大政治家でもあった。その雄弁はギリシャのデモステネスと共に古代の双璧と謳われた。花井卓蔵は日本のキケロである。卓蔵も又、大法曹であると共に大政治家である。殊にその雄弁は空前絶後とさえ言われ 」一三頁、花井記念室には、穂積博士が花井卓蔵を「日本 キケロ」と讃えた書が掛けられている。
（


















33）花井（二〇〇五）では 二人の友情関係が重要なテーマの一つとなっており また、二人の貴重なツーショット写真も掲載されている。著者花井清（昭和五年〈一九三〇〉四月十八日生。平成二十八年〈二〇一六〉九月一日没。 ）は筆者の伯父である。


















































































・武蔵野大学学祖高楠順次郎研究会編（二〇一〇） 『高楠順次郎の教育理念《抜粋》 』武蔵野大学。・村松梢風『花の弁論』 、一九五九年、中央公論社。・八木慶和著・齋藤壽彦監修『日本銀行総裁結城豊太郎─書簡にみるその半生―』二〇〇七年、学術出版会
（武蔵野大学法学部准教授（専門）政治思想史）
